


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エ1 A　不＋独立形P 1 B 不＋擬独立形P
・1 a Ib 1・　1 b 1・
1 2 3 4 5 6 7 8
不P（な）： 不P（な）： 不P（な）： 不P（な）： 不P（な）： 不P（な） 不P（な）： 不P（な）
P（な） SP（な） Pがよい P（する） P性， ダケガー方的 SP（な）（す ダケガー方的
PS（な） P的な ニアルモノ る），PS（な） ニアルモノ
（する）
皿





昌Pでない ＝Pがない ＝Pがわるい ＝Pしない ＝P的でない 不P（な）
（もの） （こと）， （こと）， （こと） （こと） ＝rPにあた
Pがわるい Pがない る和語」でな
（こと） （こと） い（こと）
不可 不縁　　（良縁） 不行跡 不注意 不合理 不意 不正　（公正）不逞
不興 不実　　（誠実） 不品行 不許可 不規則 不婚 不昧　（曖昧） 不吉
不忠 不法　　（合法） 不体裁林 不承知 不道徳 不順 不穏　（平穏）不平
不良 不要　　（必要） 不人情 不介入 不可視 不如意 不潔　（清潔）不出
不正直 不用　　（有用） 不条理 不同意 不快 不世出 不幸　（幸福）不毛














不等一号，式 不文律（成文律） 不景気 不信心 不しだら 不測　（予測） 不整
不動産 不運　　（好運） 不成績 不信任 不とどき 不足　（充足） 不治
不美人 不景気（好景気） 不都合 不養生 不わたり 不遜　（謙遜） 不肖
不連続 不成績（好成績） 不機嫌 不成功 不定　（一定）
不導体 不都合（好都合） 不首尾一 不成立 不満　（満足） 不閥一
不穏当 不機嫌（上機嫌） 不参 不作　（豊作）
不協和 不首尾（上首尾） 不なか 不遇 不時　（常時）
不親切 不みもち 不通 不備　（完備）
不自然 不でき（上でき） 不こころえ 不動 不漁















不熱心 ぶ器量 不確定 不偏　（偏頗）























・レ b C b C
皿
IV
　
　
　
：
磁
ね
つ
p
　
取1
無
名，形
無P（な）
　＝Pでない
　　　（もの）
無生物
無名数
無記名
無条件一反射
無制限一法貨
　　　　＊
2
無P（な）：
Pがある，P
する
名，形　名，動
3
無P（な）：
有（ウ．ユウ）
P（な）
名，形
　
へ
　
　
）
翌
鴇
ー
鯉．
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ラ
㈱
鞭
越
無学
無芸
無銘
無分別
無趣味＊＊
無情＊＊＊
無論
無策
無税
無風
無紋
無欲
無札
無職
無免許
無意味．
無関係
無事故
無意識
無作為
無差別
無頓着
無遅刻
無益　（有益）
無縁以下略
無害
無効
無毒
無気
無能
無用
無料
無想
無象
無産
無佐
無欠席，欠勤
無技巧
無価値
無圧所
無計画
無制限
無条件
ぶ難
ぷ礼
ぷ遠慮
汰ぷ沙
ご趣味
線
知
配
念
期
機
無
無
無
無
無
無
4
無P（な）：
　　　SP（な）
　　　PS（な）
名，形
無P（な）
　＝・Pがない
　　　　（こと）
無塩　　（加塩）
無韻　　（押韻）
無理　　（道理）
無精一卵（受精）
無被花
　（両・単被花）
無神経
　　（神経過敏）
無理一数，式
　　　　＊＊＊＊
－無情
無条件
（条件つき）
無慈悲
学
芸
銘
無
無
無
（慈悲深い）
5
無P（な）ダケ
ガー方的ニア
ルモノ
（博学）
（多芸）
（在銘）
無分別（上分別）
無趣味（多趣味）
　無情
一
（多情）
名，形
無実
無地
無邪気
無造作
無一物
無一文
無造作
無教会一主義
無理一する
　無数
無くち
無て
無やみ
ぶ骨（こつ）
6
無P（な）：
有（ウ，ユウ）
P（な）
　名，形
無P（な）
＝「Pに当た
る和語」がな
い（こと）
無声　（有声）
　　　＊＊＊＊＊
無色
　　　以下略
無位
無為
無蓋
無給
無形
無限
無罪
無心
無名
無力
無神論
無人（じん）
　　＊＊＊＊＊＊
7
無P（な）
　　（する）
：SP（な）
　　（する）
PS（な）
　　（する）
名，形，動
6に同じ
8
無P（な）ダケ
ガー方的ニア
ルモノ
名，形
無視　（重視）1
無謀　（深謀）
無汗　（多汗）
無毛　（多毛）
無病　（多病）
無味　（好味）
無常　（常住）
　無声　（発声）
〕
ぷ勢　（多勢）
無言（ごん）
無双
無性（しよう）
無筆
無垢（く）
無宿
無稽
無尽蔵
無人一島
無痛一分娩
　　　o
ぶ頼
ぷ事
ぶ人（にん）
ぷ柳
ぶ精（しよう）
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こ
う
し
て
第
一
表
、
第
二
表
の
ど
ち
ら
も
が
、
通
し
て
た
ま
た
ま
八
類
に
分
か
た
れ
た
。
　
〔
W
の
欄
〕
　
第
一
表
に
は
「
不
」
の
つ
く
漢
語
、
　
「
不
」
の
つ
く
和
語
、
更
に
「
ぶ
」
の
つ
く
漢
語
、
　
「
ぶ
」
の
つ
く
和
語
の
順
に
語
を
配
列
し
て
あ
る
。
第
二
表
に
お
い
て
は
、
同
様
に
「
無
」
の
つ
く
漢
語
、
和
語
、
　
「
ぶ
」
の
つ
く
漢
語
、
和
語
が
並
ん
で
い
る
。
　
こ
の
「
ぶ
P
（
な
）
」
に
は
、
従
来
の
辞
書
類
で
「
無
」
　
「
不
」
両
方
の
字
を
あ
て
て
解
さ
れ
て
い
る
語
が
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
「
ぶ
器
用
」
　
「
ぶ
愛
想
」
　
「
ぶ
遠
慮
」
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
音
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
無
」
「
不
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5
い
ず
れ
に
も
「
ぶ
」
と
仮
名
表
記
さ
れ
る
音
は
あ
り
得
る
。
そ
れ
に
加
え
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
「
ぶ
」
と
い
う
濁
音
が
嫌
悪
感
を
催
す
意
味
を
背
負
っ
て
「
不
」
の
変
形
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6
て
成
り
立
つ
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
の
「
ぶ
」
が
無
の
意
も
不
の
意
も
同
時
に
に
な
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
な
る
べ
く
一
方
に
所
属
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
、
こ
こ
で
は
と
っ
た
。
　
表
の
中
に
＊
印
を
つ
け
た
語
彙
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
第
一
表
＊
A
b
2
「
不
運
」
よ
り
「
不
い
り
」
ま
で
は
A
b
3
に
配
す
る
こ
と
　
　
　
　
も
で
き
る
。
　
　
　
巽
A
b
3
「
不
体
裁
」
は
「
ぶ
体
裁
」
と
も
い
う
。
後
者
の
方
が
口
頭
　
　
　
　
語
的
で
あ
る
。
　
　
’
　
　
糞
馨
A
b
3
「
不
摂
生
」
　
「
不
用
意
」
は
A
b
4
に
も
属
す
る
。
　
　
惹
巽
A
b
3
「
ぶ
お
と
こ
」
　
「
ぶ
お
ん
な
」
の
対
は
変
形
で
「
い
い
お
と
　
　
　
　
こ
（
美
男
）
」
「
い
い
お
ん
な
（
美
女
・
美
人
）
」
で
あ
る
。
　
巽
勢
糞
A
b
4
「
不
確
定
」
　
「
不
徹
底
」
は
A
b
5
に
も
属
す
る
。
第
二
表
＊
A
a
1
「
無
条
件
反
射
」
　
「
無
制
限
法
貨
」
は
そ
れ
ぞ
れ
A
b
2
の
　
　
　
「
無
条
件
」
　
「
無
制
限
」
の
複
合
語
で
あ
る
が
、
　
「
無
」
を
除
い
た
　
　
　
「
条
件
反
射
」
　
「
制
限
法
貨
」
と
整
然
と
対
す
る
点
で
、
た
と
え
ば
　
　
　
「
無
条
件
降
伏
」
の
対
が
「
条
件
つ
き
降
伏
」
と
な
る
場
合
と
異
な
　
　
　
る
。
　
　
巽
A
b
2
「
無
学
」
か
ら
「
無
趣
味
」
ま
で
は
A
b
4
に
別
の
対
立
を
　
　
　
見
せ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
巽
於
A
b
2
「
無
情
」
は
A
b
3
で
「
有
清
」
、
A
b
4
で
「
多
情
」
と
　
　
　
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
情
」
の
意
義
の
違
い
や
対
立
の
性
質
の
違
い
な
　
　
　
ど
の
問
題
を
呈
し
て
い
る
。
　
・
冥
雲
A
b
3
「
無
理
」
も
ま
た
ふ
た
つ
の
語
に
分
か
れ
、
「
数
」
「
式
」
に
　
　
　
連
な
る
場
合
は
「
有
理
」
と
組
み
、
　
「
無
理
を
言
う
」
　
「
無
理
を
通
　
　
　
す
」
等
で
は
「
道
理
」
の
対
と
な
る
。
更
に
「
無
理
（
を
）
す
る
」
　
　
　
と
い
う
表
現
で
は
対
を
持
た
な
く
な
っ
て
A
c
5
に
入
る
。
季
巽
菅
B
b
6
「
無
声
」
は
「
有
声
」
と
対
立
し
、
B
b
7
　
「
無
声
」
は
　
　
　
「
発
声
」
と
対
立
す
る
。
巽
雲
巽
B
c
8
の
「
無
人
島
」
は
B
b
6
「
無
人
」
の
一
複
合
語
で
あ
る
　
　
　
が
、
島
に
は
人
が
住
ん
で
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
前
者
に
は
対
　
　
　
が
な
い
。
後
者
の
方
は
た
と
え
ば
「
無
人
衛
星
」
の
よ
う
に
作
ら
れ
　
　
　
た
状
況
の
選
択
で
「
有
人
」
と
対
す
る
。
　
　
　
　
三
の
一
　
「
不
P
（
な
）
」
に
つ
い
て
　
漢
語
と
は
、
日
本
語
の
中
に
数
多
く
入
り
な
が
ら
、
特
殊
な
性
質
を
保
ち
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
語
を
用
い
た
表
現
に
あ
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
法
的
性
質
や
意
義
的
性
質
が
一
語
の
中
に
混
然
と
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
「
成
功
、
成
功
、
大
成
功
」
と
叫
ぶ
と
き
、
「
成
功
」
「
大
成
功
」
は
名
詞
で
あ
り
、
23
一
，
一
文
で
あ
り
、
意
義
内
容
か
ら
い
え
ば
動
詞
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
第
一
表
第
二
表
に
示
さ
れ
た
多
様
性
は
、
ひ
と
つ
は
P
の
漢
語
ゆ
え
の
多
様
性
で
あ
り
、
他
は
「
不
」
　
「
無
」
の
も
つ
多
様
性
で
あ
る
。
　
「
不
」
は
動
詞
的
な
、
あ
る
い
は
形
容
詞
的
な
こ
と
が
ら
を
打
消
す
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
表
の
区
分
け
に
従
っ
て
個
々
の
問
題
に
立
入
っ
て
み
よ
う
。
　
A
a
1
で
は
、
P
と
い
う
肯
定
表
現
に
対
し
て
否
定
表
現
不
P
が
同
等
の
積
極
性
を
以
て
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
中
に
は
そ
の
対
立
が
P
の
一
部
の
意
義
の
間
に
し
か
成
立
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
　
「
自
由
」
対
「
不
自
由
」
が
成
り
立
つ
場
合
の
「
自
由
」
と
は
、
身
体
的
な
あ
る
い
は
日
常
生
活
面
に
お
け
る
行
動
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
精
神
的
な
行
動
す
な
わ
ち
思
想
、
言
論
、
宗
教
の
そ
れ
は
入
ら
な
い
。
後
者
の
自
由
の
対
立
表
現
は
「
自
由
で
な
い
」
だ
け
で
あ
る
。
　
「
不
良
」
か
「
良
」
か
と
い
う
対
等
の
判
定
は
試
験
の
成
績
や
商
品
の
質
に
関
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
人
間
の
「
不
良
」
　
（
「
不
良
少
年
」
「
不
良
少
女
」
と
い
う
）
は
時
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に
変
化
す
る
質
の
｝
時
的
な
悪
い
状
態
を
表
わ
し
て
い
て
、
そ
の
対
立
語
は
「
ま
じ
め
」
「
品
行
方
正
」
「
優
等
生
」
な
ど
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
「
自
然
」
は
「
不
自
然
」
と
対
立
す
る
意
の
前
に
、
「
人
為
・
人
工
」
と
組
む
意
が
あ
り
、
更
に
も
と
に
「
人
間
」
の
認
識
の
対
象
と
し
て
人
間
存
在
と
対
す
る
意
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
う
多
義
語
に
あ
っ
て
は
P
対
不
P
の
分
類
は
一
義
を
と
ら
え
て
他
義
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
を
作
る
。
　
A
b
2
と
B
b
7
と
で
は
P
の
性
質
に
よ
っ
て
接
す
る
S
に
二
様
あ
る
こ
と
が
解
る
。
P
が
無
色
的
（
よ
い
、
悪
い
、
多
い
、
少
な
い
等
の
面
か
ら
）
で
あ
る
と
（
縁
、
運
、
漁
等
）
「
良
」
「
好
」
「
上
」
「
合
」
「
有
」
「
可
」
「
豊
」
な
ど
肯
定
的
積
極
性
を
持
っ
た
S
が
接
し
て
不
P
と
対
す
る
。
P
が
肯
定
的
積
極
性
を
す
で
に
持
っ
た
も
の
で
あ
る
と
（
幸
、
足
、
満
等
）
、
P
と
類
義
の
S
が
添
っ
て
、
全
体
で
積
極
性
を
加
え
て
不
P
と
対
す
る
。
A
b
3
類
は
漢
語
的
S
を 持
た
な
い
で
代
わ
り
に
「
P
が
よ
い
」
と
い
う
形
と
対
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
P
の
性
質
か
ら
は
A
b
2
と
か
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
c
類
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
の
は
、
不
P
と
い
う
否
定
的
な
形
を
と
り
な
が
ら
、
意
味
的
に
は
P
（
あ
る
い
は
P
S
、
S
P
）
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
自
己
主
張
を
す
る
一
類
で
あ
る
。
こ
＼
の
P
は
、
も
の
の
当
然
の
姿
、
自
然
の
成
行
き
な
ど
で
、
一
般
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
対
立
状
態
を
も
た
ら
さ
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
一
方
的
な
存
在
が
生
ま
れ
る
。
親
子
な
ら
ば
当
然
似
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
不
肖
の
子
」
と
い
う
例
外
が
で
き
る
。
女
の
性
に
妊
娠
は
可
能
で
あ
る
は
ず
が
「
不
妊
」
と
い
う
特
殊
な
状
態
が
稀
に
あ
る
。
「
不
治
の
病
」
は
悪
い
方
へ
進
み
き
り
と
い
う
一
方
的
な
状
態
を
い
い
、
　
「
不
じ
み
」
は
自
然
の
法
則
を
超
え
た
も
の
を
表
わ
す
。
　
た
と
え
ば
「
不
吉
」
の
「
吉
」
は
「
凶
」
と
、
「
帰
」
に
対
し
て
は
「
来
」
、
「
順
」
‡
「
逆
」
、
「
出
」
‡
「
入
」
と
い
う
よ
う
に
、
P
の
部
分
が
他
と
対
極
的
な
組
合
わ
せ
を
と
り
得
る
も
の
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
不
P
が
こ
こ
に
挙
げ
た
P
の
対
極
語
と
重
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
c
類
の
「
不
P
」
の
対
立
表
現
は
「
不
P
で
な
い
」
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
「
不
妊
」
の
対
は
「
多
産
」
で
は
な
く
「
不
毛
」
の
対
は
「
肥
沃
」
で
は
な
い
。　
な
お
「
意
味
的
に
は
正
で
あ
り
な
が
ら
形
の
上
で
は
否
定
（
負
）
で
表
現
せ
　
　
　
　
　
　
　
注
7
ら
れ
る
」
　
「
負
相
語
」
の
「
不
欄
」
は
c
類
に
属
さ
せ
て
お
く
。
　
「
不
」
の
造
語
力
は
は
な
は
だ
大
き
く
、
第
一
表
に
掲
げ
得
な
か
っ
た
多
数
の
「
不
P
」
が
日
本
語
に
は
あ
る
。
中
世
や
近
世
に
用
い
ら
れ
て
今
は
廃
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
和
語
と
も
結
び
つ
い
て
A
の
各
類
に
か
な
書
き
で
挙
げ
た
よ
う
な
語
が
出
て
来
た
。
24
　
さ
き
に
二
の
二
で
触
れ
た
「
ぶ
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
A
a
1
、
b
3
に
属
す
る
「
ぷ
P
」
の
多
く
は
「
ぶ
」
に
接
し
た
P
が
外
見
上
そ
れ
と
わ
か
る
事
が
ら
を
示
し
て
い
る
。
容
貌
、
姿
か
た
ち
、
表
情
、
態
度
、
作
法
、
結
果
の
は
っ
き
り
出
る
行
為
な
ど
、
形
に
現
わ
れ
た
こ
と
が
P
で
、
そ
れ
が
み
っ
と
も
な
く
て
嫌
な
感
じ
が
す
る
場
合
を
、
　
「
不
」
を
強
調
し
た
濁
音
の
「
ぶ
」
で
表
わ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
外
に
な
る
「
ぶ
す
き
（
好
）
」
な
ど
は
今
し
ば
ら
く
こ
、
に
属
さ
せ
て
お
く
。
三
の
二
　
　
「
無
P
（
な
）
」
に
つ
い
て
　
第
二
表
の
A
B
2
と
A
b
4
に
は
「
無
分
別
」
「
無
趣
味
」
等
の
語
が
共
通
し
て
い
る
。
前
者
の
そ
れ
は
「
分
別
が
あ
る
」
「
趣
味
が
あ
る
」
に
対
立
し
、
後
者
の
そ
れ
は
「
上
分
別
」
「
多
趣
味
」
に
対
立
し
て
い
る
。
前
者
を
含
め
て
A
b
2
類
は
A
b
3
、
B
b
6
の
「
有
P
（
な
）
」
に
対
立
す
る
類
、
ま
た
A
b
4
の
一
部
で
「
加
」
「
押
」
「
在
」
「
つ
き
」
等
と
対
す
る
類
と
共
に
、
そ
の
「
無
」
は
、
P
が
有
る
か
無
い
か
と
い
う
対
立
の
一
方
を
示
し
て
い
る
。
後
者
は
B
b
7
の
「
無
視
」
「
無
謀
」
「
無
汗
」
「
無
病
」
等
と
同
類
で
、
そ
の
「
無
」
は
P
の
質
の
よ
さ
や
量
の
多
さ
と
対
立
し
て
い
る
。
　
有
る
か
無
い
か
で
は
ふ
た
つ
に
ひ
と
つ
が
選
ば
れ
る
の
み
で
、
た
が
い
に
否
定
し
合
う
関
係
に
あ
る
。
A
a
1
の
P
は
P
自
体
が
肯
定
的
積
極
性
を
持
っ
て
い
て
無
は
P
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
と
異
な
っ
て
A
b
2
の
P
は
「
P
が
有
る
」
「
P
す
る
」
と
い
う
形
式
を
用
い
て
一
種
の
肯
定
性
を
出
せ
る
も
の
で
、
そ
の
点
「
有
（
う
・
ゆ
う
）
」
を
い
た
だ
い
て
一
語
の
形
を
成
し
て
い
る
類
の
P
と
同
質
で
あ
り
、
肯
定
性
が
形
を
と
っ
た
S
を
加
え
て
は
じ
め
て
「
無
P
（
な
）
」
が
否
定
の
形
と
し
て
釣
合
う
存
在
に
な
る
。
　
「
無
分
別
」
「
無
趣
味
」
「
無
学
」
等
の
意
義
全
体
と
し
て
の
質
の
悪
さ
は
、
「
分
別
が
あ
る
」
「
趣
味
が
あ
る
」
「
学
が
あ
る
」
で
中
和
さ
れ
る
の
だ
が
、
意
義
上
の
対
立
は
む
し
ろ
「
上
P
」
「
多
P
」
な
ど
の
積
極
性
に
あ
る
。
「
無
毛
」
「
無
汗
」
の
異
常
さ
は
「
多
毛
」
「
多
汗
」
の
異
常
さ
と
釣
合
う
。
「
無
病
」
の
幸
せ
は
「
多
病
」
の
不
幸
せ
と
対
比
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．
　
「
無
神
経
」
と
い
う
比
喩
的
表
現
で
は
神
経
が
有
る
か
無
い
か
と
い
う
対
立
は
す
で
に
意
味
が
無
い
。
さ
き
に
倣
っ
て
「
神
経
質
」
h
神
経
過
敏
」
と
い
う
一
方
の
極
端
な
性
質
と
対
立
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
神
経
が
ゆ
き
と
ゴ
い
て
い
る
」
と
い
う
表
現
と
、
価
値
の
量
の
上
で
反
対
の
点
に
あ
る
表
現
を
対
比
さ
せ
る
と
最
も
安
定
し
た
対
義
関
係
を
と
る
。
　
「
不
」
の
表
に
く
み
入
れ
ら
れ
た
「
ぶ
」
は
「
感
じ
が
悪
い
」
「
み
っ
と
も
な
い
」
等
の
意
で
あ
っ
た
が
、
「
ぶ
」
に
は
「
無
い
」
意
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
一
群
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
A
b
2
と
A
、
B
の
各
c
類
に
所
属
さ
せ
た
。　
な
お
c
類
に
は
「
無
数
」
「
無
や
み
」
等
の
負
相
語
が
属
し
て
い
る
。
四
　
否
定
表
現
と
の
か
か
わ
り
あ
い
　
P
と
不
P
無
P
と
の
関
係
を
二
や
三
の
節
で
は
、
か
ま
え
て
対
立
・
対
・
組
む
な
ど
の
こ
と
ば
を
用
い
て
考
え
て
来
た
。
こ
れ
ら
は
き
わ
め
て
曖
昧
な
と
ら
え
方
だ
が
、
た
と
え
ば
「
多
」
と
「
少
」
の
特
徴
は
、
肯
定
的
立
言
で
、
両
者
と
も
数
量
を
持
っ
て
同
じ
方
向
を
目
ざ
し
て
お
り
、
異
な
る
所
は
そ
の
「
程
度
」
の
差
だ
け
で
あ
る
。
必
要
な
共
通
要
素
を
持
ち
た
ゴ
ひ
と
つ
の
点
で
対
立
す
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
対
義
語
の
関
係
の
成
立
す
る
条
件
で
あ
る
と
い
っ
　
　
　
注
8
て
よ
か
ろ
う
。
　
「
有
P
」
対
「
無
P
」
の
関
係
は
そ
の
対
義
語
の
観
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
P
の
表
現
が
、
積
極
・
消
極
・
中
間
25
一
の
い
ず
れ
な
の
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
P
は
い
わ
ば
無
色
で
「
有
無
」
の
対
立
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
．
　
「
S
P
」
対
「
不
P
」
「
無
P
」
で
ま
と
め
た
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も
全
般
的
傾
向
と
し
て
同
じ
く
対
義
関
係
で
と
ら
え
る
の
が
当
た
っ
て
い
る
と
思
う
。
対
立
の
内
容
は
P
の
意
義
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
不
調
－
好
調
の
よ
う
な
「
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
い
悪
い
」
の
対
立
、
無
勢
ー
多
勢
の
よ
う
な
「
多
少
」
の
対
立
等
を
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
が
、
「
S
P
」
と
「
不
P
」
「
無
P
」
の
表
現
力
は
均
衡
し
て
い
る
。　
「
P
が
よ
い
」
と
組
ん
だ
「
不
P
」
は
、
「
P
が
悪
い
」
に
そ
の
ま
ま
お
き
か
え
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
「
広
範
囲
な
」
と
い
う
表
現
を
選
ぶ
か
「
範
囲
の
広
い
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
か
、
人
と
時
と
に
よ
る
選
択
に
委
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
対
立
は
「
よ
い
」
と
「
悪
い
」
の
対
義
語
関
係
に
依
存
し
て
い
る
。
「
無
P
」
が
そ
の
ま
ま
「
P
が
無
い
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
も
先
に
挙
げ
た
「
有
無
」
の
対
立
に
準
じ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
対
義
語
関
係
の
成
立
に
は
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
あ
る
存
在
な
り
状
態
な
り
を
二
分
す
る
と
い
う
働
き
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
さ
て
「
不
」
の
A
a
は
代
表
的
用
法
の
類
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
不
」
と
P
と
の
関
係
は
、
P
に
積
極
的
肯
定
性
の
あ
る
場
合
と
、
単
な
る
立
言
で
あ
る
場
合
と
で
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
て
く
る
。
単
な
る
立
言
で
あ
る
場
合
「
不
」
は
あ
た
か
も
「
有
無
」
の
対
立
の
ご
と
く
、
P
、
し
か
ら
ざ
れ
ば
「
不
P
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
二
分
法
の
も
の
で
、
B
b
4
・
5
の
類
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
　
問
題
は
前
者
で
、
P
と
い
う
立
言
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
P
を
否
定
し
た
P
な
ら
ざ
る
も
の
（
状
態
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
般
階
や
状
態
が
あ
り
得
る
。
そ
し
て
不
P
は
そ
の
内
の
ひ
と
つ
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
積
極
的
に
P
の
対
極
を
示
し
て
い
る
。
P
と
不
P
は
こ
の
場
合
に
ま
さ
に
ひ
と
つ
の
線
で
つ
な
が
っ
た
両
極
に
な
る
の
だ
が
、
こ
と
ば
の
形
式
に
表
わ
れ
る
面
か
ら
考
え
れ
ば
前
の
二
分
法
に
対
応
さ
せ
て
こ
の
場
合
を
三
分
法
に
よ
る
と
ら
え
方
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
P
」
と
「
P
で
な
い
」
と
「
不
P
」
の
三
つ
で
あ
る
。
例
を
「
不
美
人
」
に
と
れ
ば
「
美
人
」
が
あ
り
「
美
人
（
と
と
ぐ
に
い
う
べ
き
）
で
は
な
い
」
が
あ
り
「
不
美
人
」
が
あ
る
。
二
分
法
で
は
等
質
で
あ
っ
た
「
不
P
」
と
「
P
で
な
い
」
と
が
こ
こ
で
は
異
質
の
も
の
と
な
る
。
26
　
「
無
」
の
A
a
類
は
分
類
用
語
で
あ
り
専
門
用
語
で
あ
っ
て
一
般
語
彙
で
は
な
く
、
多
分
に
「
作
ら
れ
た
こ
と
ば
」
の
感
が
あ
る
。
そ
の
作
り
方
に
作
り
手
の
「
無
」
に
対
す
る
意
識
を
見
る
べ
き
も
の
で
、
今
し
ば
ら
く
論
外
に
お
く
。
　
一
方
c
類
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
対
立
関
係
を
拒
否
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
を
前
に
述
べ
た
が
、
こ
の
「
無
」
「
不
」
な
ど
を
も
っ
た
こ
と
ば
が
全
く
積
極
的
・
肯
定
的
立
言
な
の
で
あ
り
、
接
辞
に
引
か
れ
て
否
定
的
表
現
と
考
え
る
過
ち
を
お
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
c
類
を
否
定
す
る
に
は
「
不
P
で
な
い
」
「
無
P
で
な
い
」
と
表
現
す
る
方
法
だ
け
が
あ
る
。
　
「
無
P
」
の
す
べ
て
と
「
不
P
」
の
一
部
と
に
認
め
ら
れ
た
二
分
的
対
立
・
対
義
関
係
に
あ
っ
て
は
、
存
在
否
定
の
「
無
P
」
に
の
み
否
定
表
現
の
名
が
冠
せ
ら
れ
、
一
部
の
「
無
P
」
「
ぶ
P
」
「
不
P
」
の
場
合
は
、
「
無
」
「
ぶ
」
「
不
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9
に
一
種
の
肯
定
的
形
容
表
現
が
見
ら
れ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
　
「
不
P
」
の
一
部
の
三
分
法
に
お
け
る
働
き
は
判
断
否
定
で
、
P
極
と
の
間
に
は
位
置
の
不
定
な
否
定
表
現
「
P
（
不
P
）
で
な
い
」
が
別
に
存
在
す
る
。
注
1
　
日
本
語
教
育
研
究
会
西
尾
グ
ル
ー
プ
の
機
関
誌
『
や
ぶ
が
ら
し
』
第
　
　
2
号
に
広
沢
章
子
氏
と
の
共
同
研
究
で
一
部
を
発
表
し
た
調
査
。
そ
の
　
　
後
分
類
の
基
準
や
内
容
に
大
き
く
改
訂
を
加
え
た
も
の
が
、
こ
の
稿
の
　
　
第
一
表
、
第
二
表
で
あ
る
。
注
2
　
　
「
不
」
　
「
無
」
の
つ
く
語
は
否
定
表
現
が
問
題
に
な
る
場
で
は
し
ば
　
　
し
ば
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
泉
井
久
之
助
氏
「
否
定
表
現
の
原
理
」
（
『
国
　
　
語
国
文
』
2
2
巻
8
号
）
は
表
題
の
示
す
ご
と
く
否
定
表
現
の
原
理
を
論
　
　
じ
て
尽
き
ぬ
興
味
を
惹
く
が
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
　
「
日
本
語
で
は
「
不
」
を
用
い
て
、
漢
語
的
な
表
現
様
式
を
借
り
て
い
　
　
う
「
幸
－
不
幸
」
の
形
に
は
一
般
に
対
極
語
が
多
い
。
従
っ
て
そ
の
否
　
　
定
は
や
は
り
多
く
は
ヴ
ェ
ク
ト
ル
的
で
あ
る
。
そ
し
て
正
の
否
定
は
負
　
　
極
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
負
の
否
定
は
直
ち
に
正
極
の
対
置
点
に
　
　
及
ば
な
い
の
が
常
で
あ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
馴
れ
；
不
馴
れ
、
信
　
　
ー
不
信
、
親
切
－
不
親
切
、
な
ど
。
」
（
一
〇
ペ
イ
ジ
）
注
3
　
山
田
孝
雄
氏
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』
の
諸
所
に
、
こ
う
　
　
し
た
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
今
「
不
死
身
」
と
い
う
語
に
　
　
つ
い
て
、
「
又
人
の
身
体
の
或
る
相
と
し
て
「
ふ
じ
み
」
と
い
ふ
あ
り
。
　
　
そ
れ
は
そ
の
人
の
生
ま
れ
つ
き
に
て
、
打
ち
て
も
痛
し
と
感
ぜ
ず
、
切
　
　
れ
ど
も
血
の
出
で
ぬ
身
体
を
有
す
る
を
い
ふ
由
な
る
が
、
便
言
集
覧
に
　
　
は
、
ふ
じ
み
不
死
身
也
と
釈
し
た
れ
ど
、
如
何
な
り
。
こ
れ
は
医
方
の
　
　
語
に
「
不
仁
」
と
い
ふ
あ
り
て
上
の
如
き
症
状
を
呈
す
る
も
の
を
い
へ
　
　
り
。
医
心
方
巻
三
に
「
治
中
風
身
体
不
仁
方
」
と
い
ふ
あ
り
て
日
は
　
　
く
、
病
原
論
云
、
風
不
仁
者
由
営
気
虚
衛
気
実
風
寒
入
於
肌
肉
使
血
気
　
　
行
不
宣
流
其
状
元
如
隔
衣
是
也
と
。
こ
の
「
不
仁
」
は
病
症
な
る
　
　
が
、
そ
の
「
不
仁
」
の
症
候
に
似
た
る
生
得
を
有
す
る
人
を
ば
か
く
は
　
　
い
へ
る
な
ら
む
が
、
そ
の
「
不
仁
」
は
今
の
音
に
て
は
「
フ
ジ
ン
」
な
　
　
礼
ど
そ
れ
も
音
尾
は
「
n
」
な
れ
ば
「
フ
ジ
一
こ
と
あ
る
が
正
し
き
を
　
　
「
フ
ジ
ミ
」
と
せ
し
な
ら
む
。
こ
れ
も
「
二
」
の
音
が
「
ミ
」
に
転
ぜ
　
　
し
も
の
な
ら
む
と
思
は
る
る
が
、
そ
れ
を
「
ミ
」
の
音
に
導
く
に
至
り
　
　
し
遠
因
は
「
身
」
の
意
あ
り
と
誤
認
せ
し
に
も
よ
る
も
の
な
ら
む
か
。
　
　
　
　
　
　
　
ト
ミ
　
　
　
サ
ウ
ジ
ミ
　
　
（
筆
者
注
、
「
頓
」
「
正
身
」
な
ど
n
韻
尾
が
日
本
語
で
は
「
ミ
」
と
な
　
　
っ
て
い
る
例
を
前
に
挙
げ
て
い
る
の
を
指
し
て
「
こ
れ
も
」
と
言
っ
て
　
　
い
る
）
」
（
二
三
八
ペ
イ
ジ
）
ま
た
「
不
景
気
」
の
語
が
「
不
経
紀
」
の
　
　
形
で
あ
る
こ
と
を
田
宮
仲
宣
の
説
に
従
っ
て
述
べ
て
「
こ
れ
に
よ
り
て
　
　
見
る
に
、
経
紀
は
市
場
の
取
引
を
い
ふ
語
に
し
て
そ
の
取
引
の
衰
え
た
　
　
る
を
不
経
紀
と
い
ひ
し
も
の
が
転
じ
た
る
こ
と
は
著
し
と
す
。
」
°
（
四
八
　
　
三
ペ
イ
ジ
）
と
証
し
て
い
る
。
注
4
　
宮
地
裕
氏
「
否
定
表
現
」
（
『
文
論
』
昭
和
四
六
年
一
一
月
明
治
書
院
　
　
刊
、
一
八
五
ペ
イ
ジ
他
）
。
こ
の
論
考
に
は
否
定
表
現
の
興
味
あ
る
諸
　
　
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
て
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
き
い
。
注
5
　
「
無
」
は
微
母
の
字
で
あ
る
か
ら
頭
子
音
は
m
の
他
に
哨
の
時
代
、
　
　
地
方
が
あ
り
、
呉
音
は
ム
、
漢
音
は
ブ
に
音
訳
さ
れ
て
い
る
。
一
方
　
　
「
不
」
は
非
母
の
字
で
無
気
音
の
P
を
頭
子
音
に
持
つ
。
た
と
え
ば
現
　
　
代
北
京
語
の
そ
れ
は
、
有
気
音
の
P
し
か
持
た
な
い
東
京
方
言
を
使
う
　
　
私
の
よ
う
な
日
本
人
が
特
に
注
意
を
払
わ
ず
に
聞
く
と
、
濁
音
の
よ
う
　
　
に
聞
こ
え
る
。
た
と
い
ブ
と
音
訳
さ
れ
て
も
不
可
解
で
は
な
い
。
注
6
　
東
京
で
小
学
校
児
童
が
「
ふ
と
い
」
と
い
う
形
容
詞
の
或
る
場
合
を
　
　
プ
ッ
ト
イ
と
表
現
す
る
の
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
第
一
モ
ー
　
　
ラ
の
濁
音
化
は
、
対
象
の
ふ
と
さ
に
対
し
て
驚
き
や
嫌
悪
を
感
じ
郷
楡
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一
　
　
す
る
な
ど
の
時
に
起
こ
る
。
ブ
ツ
（
打
）
は
ウ
ツ
（
打
）
か
ら
で
き
た
　
　
語
で
あ
ろ
う
が
、
複
合
語
を
見
て
も
ブ
チ
コ
ロ
ス
、
ブ
チ
ノ
メ
ス
、
ブ
　
　
チ
マ
ケ
ル
、
ブ
ン
ナ
グ
ル
な
ど
と
、
相
手
に
危
害
を
加
え
る
よ
う
な
殴
　
　
打
の
動
作
の
類
の
用
法
に
用
い
ら
れ
る
。
接
頭
辞
ド
は
罵
語
の
ド
メ
ク
　
　
ラ
、
ド
チ
ク
シ
ョ
ウ
な
ど
が
先
行
し
、
極
度
極
端
な
も
の
に
い
う
ド
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ナ
カ
、
ド
コ
ン
ジ
ョ
ウ
が
続
く
が
、
後
者
に
も
前
者
の
ど
ぎ
つ
さ
が
　
　
生
き
て
い
る
。
「
あ
た
ま
」
を
ド
タ
マ
と
方
言
の
罵
語
に
い
う
の
は
こ
　
　
の
ド
が
語
に
侵
入
し
て
一
部
分
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
章
語
に
も
　
　
使
え
る
ド
ナ
ル
、
よ
り
ロ
頭
語
的
な
ガ
ナ
ル
等
も
頭
に
濁
音
を
戴
い
て
　
　
い
る
。
こ
れ
ら
ブ
、
ド
、
ガ
等
語
頭
の
濁
音
は
、
悪
意
、
不
愉
快
な
感
　
　
情
の
表
現
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
（
も
ち
ろ
ん
、
悪
意
等
の
表
現
と
何
　
　
ら
関
係
の
な
い
語
頭
の
濁
音
も
あ
る
。
）
注
7
　
前
掲
（
注
2
）
論
文
六
ペ
イ
ジ
。
注
8
　
宮
地
敦
子
氏
「
対
義
語
の
消
長
」
（
『
国
語
国
文
3
7
巻
7
号
』
）
、
同
氏
　
　
「
対
義
語
の
条
件
」
（
『
国
語
国
文
』
3
9
巻
7
号
）
参
照
。
注
9
　
「
単
な
る
“
無
”
も
“
不
”
も
存
在
し
な
い
し
、
存
立
し
な
い
。
」
　
　
（
佐
久
間
鼎
氏
「
否
定
的
表
現
の
意
義
」
『
日
本
語
の
言
語
理
論
』
（
昭
　
　
和
3
4
年
1
0
月
恒
星
社
厚
生
閣
刊
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
主
張
に
反
　
　
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
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